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出典：内閣官房 令和５年６月２日 医療ＤＸ推進本部決定 「 医療ＤＸの推進に関する工程表（全体像）」

出典：令和５年６月２日 医療ＤＸ推進本部決定「医療ＤＸの推進に関する工程表」

③ 令和８年度以降、予防接種のデジタル化・母子保健情報の
共有の全国的な運用が求められている。

令和８年度以降の全国的な運用を見据え、
標準準拠システムの対応が必要となる。

２頁に記載

① 自治体向け公募説明会（令和５
年6月30日 デジタル庁）を開催

② デジタル庁が実施

１．医療DXにおける予防接種・母子保健の位置づけ
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２．全国医療情報プラットフォームにおける予防接種・母子保健の位置づけ

出典：「第４回「医療DX令和ビジョン2030」厚生労働省推進チーム資料について」（令和５年８月30日 資料２－２）

予防接種
母子保健
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３．予防接種・母子保健情報連携の概要（概要図）

健康管理システム標準仕様書に
おいては、予防接種と母子保健
を対象とする

健康管理システムから
PMHへ乳幼児健診・妊婦
健診情報を提供する。

健康管理システムから
PMHへ予防接種記録を提
供する。

健康管理システムと
PMHは、LGWAN等の
閉域網で接続する。

出典：「自治体向け公募説明会（医療費助成・予防接種・母子保健にかかる情報連携の実証事業）」（令和５年６月30日 デジタル庁）
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４．予防接種情報連携の概要（PMHとの連携概要）

健康管理システムにて「対象者ＩＤ」、「接種管理番
号」を払い出す。

健康管理システムからPMHへ、接種対象者情報
を登録する。

PMHから健康管理システムへ、接種記録を連携
する。

自動連携、毎回全件となっている。

１日１回以上となっている。

API連携となっている。
※ 標準化では、JSON形式の
みとなる予定である。

出典：「自治体向け公募説明会（医療費助成・予防接種・母子保健にかかる情報連携の実証事業）」（令和５年６月30日 デジタル庁）
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５．母子保健情報連携の概要（PMHとの連携概要）

出典：「自治体向け公募説明会（医療費助成・予防接種・母子保健にかかる情報連携の実証事業）」（令和５年６月30日 デジタル庁）

健康管理システムにて「健診対象者番号」、「健診
管理番号」を払い出す。

健康管理システムからPMHへ、健診対象者情報
を登録する。

PMHから健康管理システムへ、健診結果・請求費
用情報を連携する。

自動連携、毎回全件となっている。

１日１回以上となっている。

API連携となっている。
※ 標準化では、JSON形式の
みとなる予定である。
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６．標準仕様書の改定案

○ デジタル庁が規定するPMHに関する仕様書等を踏まえ、PMHと連携するための2.0版案は以下のとおりです。

① 予防接種・母子保健それぞれで、PMHにデータを提供する機能要件と、PMHからデータ照会する機能要件を
定めた。

② 詳細な連携仕様は記載せず、デジタル庁提供の仕様書を参照するかたちにしている。
③ デジタル庁において実施中の実証事業の状況を踏まえ、2.0版公開までに修正が発生する可能性がある。
④ R６年１月開催予定の個別検討WTにて、連携仕様について検討予定である。
⑤ 実証事業の結果や、連携機能以外の機能については、R６年８月の改版にて反映予定である。

ポイント
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